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Q26 転職前業種（大分類） 152 SQ56-2 定年前に転職する理由 209

Q26 業種間移動（大分類間）パターン 154 Q57 定年経験の有無 210
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設問番号 基本属性別・学歴別 設問番号 特別集計

F1 性別 8 Q10 上司の仕事の指示の仕方が

F2 年齢 9 321

F5 配偶者の有無 10 Q11 上司の仕事の指示の仕方が

SF5-1 初婚年齢 11 321

F6 昨年の年収-回答者本人- 12 Q14 上司の仕事の指示の仕方が

SF6-1 昨年の年収-回答者の配偶者- 14 321

F7 年収調整の有無 95 Q26 職種・業種間移動 319

F8 子どもの有無 16 Q30 職種・業種間移動 319

SF8-1 子どもの人数 17 Q45 企業規模別の定期的な人事異動の有無 320

SF8-2 長子年齢 18 Q51 上司の仕事の指示の仕方が

SF8-3 ワーキングマザーの働き方の変化 113 321

F9 同居者 20 Q59 年齢別の保有能力 318

F10 最終学歴 22

SF10-1 大学・大学院卒者の卒業学部系統（研究科） 25

SF10-2 大学への入学方法 24

F11 中退経験 26

SF11 中退した教育機関 27

F12 卒業した高等学校の種類 23

F13 高等学校時代の経験 240

F14 中学３年時の学業成績 239

F15 両親の最終学歴 28

設問番号 マネジャー追跡調査

F1 性別 252

F2 年齢 253

Q1 設立形態 257

Q2 年間売上高 258

Q3 所属している部署の従業員数 260

Q4 仕事の割合 275

SQ4 理想の仕事の割合 281

Q5 業績を上げるためにとっている行動 287

Q6 部下に対する仕事の指示の仕方 293

Q7 人事考課 267

SQ7 部下の時間外労働の管理が

人事考課項目に組み込まれているか 274

Q8 幹部候補生早期選抜ルートの有無 259

Q11 305

Q12 経験した職能分野 301

Q13 働き方や仕事に対する価値観 310

Q14 望ましいと思う働き方 314

Q15 管理している部署の実態 261

Q16 部下の１週間の労働日数 264

Q16 部下の週労働時間 265

Q17 部下の年間離職率 266

Q20 ＭＢＡ取得有無 254

Q21 子どもの頃の経済的な暮らし向き 255

Q22 成果給の割合 256

データ掲
載ページ

データ掲
載ページ

データ掲
載ページ
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部下や部署に与える影響

部下や部署に与える影響

部下や部署に与える影響

部下や部署に与える影響
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■目的

首都圏で働く人々の就業に関する実態と意識を明らかにする。

■調査対象母集団

首都圏50km（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）で、正規社員・正規職員、契約社員・嘱託、

派遣、パート・アルバイト、業務委託として2014年8月最終週に1日でも就業している

18～69歳の男女。（学生除く）

(今回より60～69歳を調査対象に追加。そのため本報告書では60代を除く調査結果も掲載している)

■サンプル数

9857名（男性：5600名、女性：4257名）

(06年集計よりウエートバックによる集計は行っていない）

■サンプリング

社員グループとパート・アルバイトグループに分け、性別・年齢5歳階級別・エリア別に割り付けを行った。

社員グループは、｢正規社員・正規職員」

パート・アルバイトグループは、｢契約社員・嘱託」｢人材派遣企業の派遣社員」｢パート」｢アルバイト」

「業務委託・フリーランス」

■調査期間

2014年9月4日～9月11日

■調査方法

インターネットモニター調査

＜マネジャーへの追跡調査＞

ワーキングパーソン調査回答者のうち、役職についている人へ、以下の概要で追跡調査を行った。

■サンプル数

1583名（男性：1409名、女性：174名）

■サンプリング

ワーキングパーソン調査において、現在「部長クラスの管理職」「部長クラスと同待遇の専門職」「課長クラスの管理職」

「課長クラスと同待遇の専門職」と回答した人全員へ調査を依頼。

また、「係長・主任クラスの管理職」「係長・主任クラスと同待遇の専門職」と回答した人の中から、ランダムに対象者を

抽出し、約500名の回答を得られるように調査を依頼。

■調査期間

2014年9月24日～9月29日

■調査方法

インターネットモニター調査

調査概要


